
一般国道 １８４号 新栗原橋工区

【位置図】

【施 工 前】

【事業箇所概略図】

事業箇所：広島県尾道市西則末町
橋梁形式：鋼Ｉ桁橋
橋 長：３５ｍ
架設年次：１９６８年
事業内容：耐震補強工
完成年度：令和２年度

【事業目的】

【事業概要】
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事業箇所
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国土地理院の電子国土Webのﾃﾞｰﾀをもとに当課作成

一般国道184号は，島根県出雲市から広
島県尾道市を結ぶ主要な幹線道路である。

新栗原橋は緊急輸送道路上の橋梁であ
り， 大規模地震の際の被害を未然に防止

し，災害時における救急救命活動や復旧
支援活動を支えるため、耐震補強対策を
行うものである。

【施 工 後】


